
ボウリングのソフトウェア 

 

レーンのオイルパターン作成と 

投球ラインの軌跡表示を行う 
 

このシステムは、ボウリングセンターに掲示してあるオ

イルパターンの散布表をもとに、エクセルのワークシート

にレーンのオイルパターンを描画するものです。 

次に、ボウラーがレーン上に立つ位置と投球する目印と

なるスパットを入力することにより、オイルパターンに最

適な自分にあった投球ラインを見つけることができます。 

  



(^^♪ 以下に表示される図の説明です。ここを飛ばしても分かります。 

1. ボウリングセンターに掲示してあるオイルパターンの散布表です。 

2. このシステムを使って、さまざまな投球ラインを描画したものです。最大、７本まで描け

ます。７本書いたら、ＰＤＦファイルとして保存し、ラインを消して再び描くことにより、何

本でも書いて保存することができます。 

3. ３ページの図は何も描いていないレーンの図で、これにオイルパターンを描きたし、投球

ラインを描きます。 

4. ４ページはオイルパターンを描く元の表で、ページ１の表から白い部分だけ入力します。

説明表示のボタンを押すと図の様に説明文が表示されます。不要なときは、もう一度

押すと消えます。ここのデータが入力されていないとオイルパターンは描けません。 

5. ３ページの図で「オイルパターンを描く」ボタンを押すと５ページの図の様になります。 

6. ５ページの「ライン描画」のボタンを押すと６ページの図のような投球ラインを決める立

つ位置とスパットかフッキングポイントかの選択画面が現れます。 

7. 立つ位置とスパットのボタンを押した場合は、図７のようなスパットと立ち位置の値を入

力します。 

8. スパットと立ち位置を入力するとそれに対応した投球ラインが１本描かれます。スパット

と立ち位置を何回も変えて入力すれば、そのたびに投球ラインが描かれます。全部で７

本まで描くことができます。さらに描く場合はＰＤＦファイルとして保存し、ラインを消し

て再び描くことにより、何本でも書いて保存することができます。この図で、「説明表示」

のボタンを押すと図のような説明分が表示されます。もう一度押すと消えます。 
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